
NQ60
2026.3.3

●
卜ち
ｒ
デ新城市文化協会

ホームページは
▼こちら▼

`〕

   、

くう
珊

ヽ

書 村田華城

編集 0発行 新城市文化協会

t

◎

「人
の
手
で
灯
る
も
の
」

教
育
長
　
安
形
　
博

‥
…

…

…

…

Ｐ

２

◎
令
和
七
年
度

・
表
彰
者
ご
紹
介

・
各
分
野
主
催
企
画
案
内

・
市
民
茶
会
報
告
　
‥
…
‥
…
‥
…
…
…
…

Ｐ
３

◎
県
文
連
美
術
展
の
取
り
組
み
報
告

。
書
道
部

・
美
術
協
会

・
写
真
ク
ラ
ブ

◎
文
化
財
め
ぐ
り

（駿
河
路
を
訪
ね
て
）
…

Ｐ
５

◎
活
動
の
舞
台
を
広
げ
て

・
日
本
武
道
館
の
大
会
に
出
演
し
て

詩
吟
ク
ラ
ブ

・
新
城
ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
で
の
狂
言
上
演

新
城
狂
言
同
行
会

ｏ
祝
百
才
の
縁

「書
作
二
人
展
」

書
道
部

（金
子
華
石
）
　

‥
…
…
…
・
Ｐ
６

◎
郷
土
作
家

「大
阪
圭
吉
」
を
伝
え
た
い

奥
三
河
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
　
高
田
孝
典
…

Ｐ
７

◎
賛
助
会
員
名
簿

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
　
。‥
Ｐ
８

デ
ザ
イ
ン
切
り
絵
　
花
田
　
幸
三

（中
日
新
聞
１２
面
１
月
４
日

「三
河
版
」
の

見
出
し
の
カ
ッ
ト
と
し
て

（カ
ラ
ー
）
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
）

Ｐ
６

。
日
本
武
道
館
の
大
会
に
出
演
し
て

（参
照
）
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ト

す
る
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー
ン
を
演
じ
る

ヘ
ブ
ン
先
生
の
言
葉
で
す
。
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ

・
ハ
ー
ン

（小
泉
八
雲
）
が
来
日
し
た

明
治
二
十
三
年
の
冬
、
日
本
列
島
は
記
録

的
な
大
寒
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
松
江
で

の
暮
ら
し
は
、
彼
に
と
っ
て
想
像
を
超
え

る
厳
し
さ
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、

日
本
の
生
活
や
伝
統
文
化
、
自
然
、
そ
し

て
民
話
や
怪
談
の
世
界
を
、
彼
は
深
く
愛

し
ま
し
た
。

勤
務
先
の
島
根
県
尋
常
中
学
校
で
は
す

べ
て
英
語
、
校
外
で
も
片
言
の
日
本
語
以

外
は
英
語
で
話
す
。
そ
ん
な
彼
を
演
じ
る

ト
ミ
ー

・
バ
ス
ト
ウ
氏
の
流
暢
な
英
語
は
、

ド
ラ
マ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
印
象
に
残
り

ま
す
。

時
お
り
、
彼
の
英
語
が
聞
き
取
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
画
面
に
は
日
本
語
字

幕
が
映
し
出
さ
れ
る
の
で
す
が
、
「今
、
英

、
Ｆ
／

　

「
松
江
、
寒

一　

魯ヽ
も
い
。
」
「松
江
、
寒

ご
Ч
、
　
い
。」
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
に
登
場

語
で
は
何
と
言

っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
思
う

瞬
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
心
強
い

の
が
生
成
Ａ
Ｉ
で
す
。
タ
ブ
レ
ツ
ト
を
手

元
に
置
き
な
が
ら
テ
レ
ビ
を
見
ま
す
。

こ
ん
な
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
焦
げ
て

し
ま
っ
た
目
玉
焼
き
を
見
て
、

ヘ
ブ
ン
先

生
が
つ
ぶ
や
い
た
言
葉
が
聞
き
取
れ
ま
せ

ん
。
タ
ブ
レ
ツ
ト
の
画
面
に
は
、
「〇
く
①
『

８
ｏ
バ
①
Ｑ
」
の
文
字
が
す

っ
と
浮
か
び
上

が
り
ま
し
た
。
「あ
あ
、
こ
う
言
う
の
か
。
」

と
疑
間
は
解
決
し
て
い
き
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が

文
字
情
報
を
扱
う
力
に
優
れ
て
い
る
こ
と

は
知

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
や
リ
ス
ニ
ン

グ
に
お
い
て
も
相
当
な
力
を
持

っ
て
い
ま

す
。目

の
前
の
外
国
の
方
が
話
し
た
言
葉
が
、

瞬
時
に
日
本
語

へ
変
換
さ
れ
て
私
た
ち
の

耳
に
届
く
。
海
外
で
日
本
語
を
話
せ
ば
、

相
手
の
耳
に
は
現
地
の
言
葉
で
伝
わ
る
。

こ
ん
な
光
景
が
当
た
り
前
に
な
る
日
が
来

る
ま
で
に
、
も
う
十
年
と
か
か
ら
な
い
で

し
ょ
う
。
日
本
の
首
相
が
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
て
、
他
国
の
首
相
や
大
統
領
と
、
通
訳

を
介
さ
ず
に
会
話
で
き
る
日
も
、
す
ぐ
そ

こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。
技
術
革
新
に
よ
り
、

言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
日
が
刻

一

刻
と
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

ま
す
。

先
日
、
絵
画
の
個
展
に
足
を
運
ん
だ
時

の
こ
と
で
す
。　
一
枚
の
絵
が
、
ふ
と
心
を

と
ら
え
ま
し
た
。

畳
の
部
屋
の
中
央
に
着
物
を
仕
立
て
る

台
が
置
か
れ
、
そ
の
右
手
に
は
紅
色
の
着

物
。
障
子
も
窓
も
開
け
放
た
れ
、
遠
く
の

山
並
み
と
、
表
庭
に
置
か
れ
た
ブ
ラ
ン
コ

と
自
転
車
が
や
さ
し
く
視
線
を
誘
い
ま
す
。

懐
か
し
い
空
気
が
胸
に
広
が
り
、
し
ば
ら

く
そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い

る
と
、
幸
運
な
こ
と
に
、
個
展
を
開
い
て

い
る
画
家
の
方
が
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
東
京
に
住
む
ご
夫
婦
か

ら
の
依
頼
で
描
か
れ
た
も
の
だ
と
い
い
ま

す
。
都
会
で
の
暮
ら
し
の
中
で
心
を
痛
め

て
し
ま
っ
た
奥
様
が
、
幼
い
こ
ろ
を
過
ご

し
た
岐
阜
の
山
里
の
風
景
を

「絵
と
し
て

再
現
し
て
ほ
し
い
」
と
ご
主
人
に
願
わ
れ

た
の
だ
そ
う
で
す
。

画
家
は
、
ご
主
人
か
ら
奥
様
の
記
憶
を

丁
寧
に
聞
き
取
り
、
庭
に
あ

っ
た
自
転
車

と
ブ
ラ
ン
コ
が
写
る
何
十
年
も
前
の
セ
ピ

ア
色
の
写
真
を
手
が
か
り
に
、
想
像
の
翼

を
重
ね
な
が
ら
制
作
を
進
め
ま
し
た
。
最

初
に
描

い
た
着
物
は
紫
色

で
し
た
が
、

「も
っ
と
明
る
く
、
心
が
開
け
て
い
く
よ

う
な
色
に
」
と
紅
に
塗
り
替
え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
部
屋
の
中
の
描
写
は
あ
え
て
簡

素
に
す
る
こ
と
で
、
奥
様
の
視
線
が
外

へ

向
か
う
よ
う
工
夫
し
た
と
い
い
ま
す
。

何
度
も
描
き
直
し
、
数
年
の
歳
月
を
経

て
完
成
し
た

一
枚
の
絵
。
そ
れ
は
や
が
て
、

奥
様

の
心
を
静
か
に
癒
や
す

「薬
」
に
な

り
ま
し
た
。

朝
に
目
覚
め
る
た
び
、
夜
に
眠
り
に
つ

く
前
、
奥
様
は
そ
の
絵
を
見
つ
め
続
け
た

そ
う
で
す
。

幼
い
こ
ろ
、
自
転
車
に
乗

っ
て
、
家
の

周
り
の
田
舎
道
を
走
り
回
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
柔
ら
か
な
風

に
包
ま
れ
な
が
ら
、
ブ
ラ
ン
コ
を
ゆ

っ
た

り
こ
い
だ
感
覚
を
思
い
出
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
奥
様
の
気
持
ち
は
、
少
し
ず

つ
ほ

ど
け
始
め
、
そ
の
絵
を
見
始
め
て
か
ら
数

か
月
が
過
ぎ
る
と
、
苦
し
ま
れ
た
当
時
が

嘘
で
あ

っ
た
か
の
よ
う
に
、
日
に
日
に
元
　
　
一

気
を
取
り
戻
さ
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
　
　
　

一

ど
れ
ほ
ど
科
学
技
術
が
進
歩
し
た
と
し

て
も
、
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人

が
人
の
思
い
を
受
け
止
め
、
共
感
し
、
祈

る
よ
う
に
想
い
を
巡
ら
せ
、
創
造
の
手
を

動
か
す
。
こ
の
営
み
は
、
ど
れ
ほ
ど
Ａ
Ｉ

が
賢
く
な

っ
て
も
決
し
て
代
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

変
化
の
絶
え
な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

技
術
革
新
が

一
層
進
む
こ
れ
か
ら
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
人
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

を
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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（
７
年
１
月
～
８
年
１
月
判
明
分
）

全
国
・東
海
・県
規
模
の
表
彰
者
ご
紹
介

☆
美
術
現
展
　
　
　
　
　
　
会
員
賞

太
平
洋
美
術
展
会
員
秀
作
賞

碧
南
市
総
合
美
術
展
　
大
賞

日
展
　
　
　
　
　
　
　
入
選

県
文
連
美
術
展
工
芸
　
入
選

文
化
会
館
展
示
室

☆
新
城
写
真
ク
ラ
ブ
作
品
展
示

年
数
回
　
文
化
会
館
休
憩
室
、
市
民
病
院

☆
詩
吟
ク
ラ
ブ
不
朽
流

の
ぼ
り
ま
つ
り
　
５
月
５
日
（火

・
祝
）

翔
峰
会

一
吟
会
　
７
月
２６
日
（日
）

観
光
ホ
テ
ル

吟
詠
会
創
流
１０５
周
年
記
念
大
会

９
月
６
日
（日
）
ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
豊
橋

一
吟
会
　
１０
月
１８
日
（日
）

Ｊ
Ａ
愛
知
東

☆
お
こ
と
の
会
　
桜
結
の
会

第
２２
回
き
ら
め
き
コ
ン
サ
ー
ト

７
月
２０
日
（月

・
祝
）

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

☆
琴
伝
流
桜
洲
会

さ
く
ら
ま
つ
り
大
正
琴
の
し
ら
べ

３
月
２７
日
（金
）

一
宮
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☆
琴
伝
流
大
正
琴
弦
洲
会

奥
三
河
支
部
４５
周
年
記
念
大
会

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

☆
ハ
ー
ラ
ウ

フ
ラ

オ

カ
プ
ア
ノ
ホ
マ
ー
リ
エ

発
表
会

４
月
２６
日
（日
）

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

☆
新
城
能
楽
協
会

第
３５
回
新
城
薪
能

（新
城
市
主
催
）

８
月
２２
日
（土
）

文
化
会
館

富
永
神
社
祭
礼
能
　
１０
月
９
日
（金
）

能
装
束

。
能
面
虫
干
し

一
般
公
開

（能
楽
社
）

１０
月
１８
日
（日
）

本
町
公
民
館

☆
新
城
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会
※

第
１０２
回
　
５
月
１０
日
（日
）

第
１０３
回
　
１２
月
１３
日
（日
）

以
上
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
８
月

☆
ほ
う
ら
い
紅
太
鼓

の
ぼ
り
ま
つ
り
　
５
月
５
日
（火

・
祝
）

も
み
じ
ま
つ
り
　
Ｈ
月
２３
日
（月

・
祝
）

子
ど
も
陣
太
鼓
発
表
会

１
月
１７
日
（日
）

文
化
会
館

☆
き
も
の
研
究
会

の
ぼ
り
ま
つ
り
姫

。
武
将
着
付
け

５
月
５
日
（火

・
祝
）

打
ち
水
大
作
戦
　
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

全
国

一
斉
無
料
き
も
の
教
室

秋

の
市

民

茶

会

茶
華
友
の
会
　
坂
野

十

一
月
二
十
三
日
、
文
化
会
館
の
和
室

に
て
、
茶
華
友
の
会
で
行
う

「秋
の
市
民

茶
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鳳
来
寺
山
の
紅
葉
祭
り
の
日
で
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
市
よ
り
の
お
客
様
に
は
、

お
忙
し
い
事
と
な
り
申
し
訳
有
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

お
席
を
持
つ
者
と
し
ま
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
以
降
色
々
と
気
遣
う
事
が
多
く
有
り
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
少
し
ず

つ
戻

っ
て
い

る
様
に
思
い
ま
す
。

お
客
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
お
初
の
方
、

年
齢
層
の
若
い
人
、
市
外
の
方
と
嬉
し
い

限
り
で
す
。
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

茶
席
は
十

一
月
で
し
た
の
で
趣
向
を

「開
炉
」
と
し
、
お
茶
事
で
は
新
年
の
心

遣
い
で
道
具
組
を
し
、
室
内
で
の
紅
葉
狩

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
次
の
様
に
考

え
ま
し
た
。
会
　
記

床
　
＝
紅
葉
満
山
川

花
入
＝
備
前

花
　
＝
は
し
ば
み
　
椿

香
盆
＝
織
部
焼
　
は
じ
き

炉
縁
＝
布
摺
面
取
七
宝
蒔
絵

釜
　
＝
面
取
釜

水
壺
＝
祥
瑞

茶
器
＝
平
棗
　
近
海
八
景
蒔
絵

胴
独
楽
筋

（内
無
病
）

茶
杓
＝
紅
葉
狩

茶
盤
＝
黒
楽
　
赤
楽
　
紬
裏
金
彩

蓋
置
＝
青
竹

建
木
＝
菊
割

お
茶
＝
又
玄

菓
子
＝
著
預
　
銘
里
山

☆
書
道
日
展
一帆
士冗
童
曰「渓
［̈辰

県
文
連
美
術
展
　
書

田
　
華
泉

☆
写
真
ク
ラ
ブ

県
文
連
美
術
展写
真

特
選
　
小
柳
津

一
仁

奨
励
賞
　
近
藤
　
偉
沖

入
選
　
長
谷
　
節
子

☆
詩
吟
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

中
部
地
区
予
選

一
般
二
部

四
位
入
賞
　
原
田
佐
知
子

状
況
に
よ
り
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
ｃ

※
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

☆
新
城
美
術
協
会

ス
ケ
ッ
チ
会
　
６
月
、
７
月
　
市
内

小
作
品
展
　
７
月
　
コ
メ
ダ
珈
琲
新
城

デ

ツ
サ
ン
会
※
　
５
月
、
８
月
、
２
月

春
季
展
　
３
月
　
以
上
文
化
会
館

☆
デ
ザ
イ
ン
切
り
絵
作
品
展

１０
月
１６
日
（金
）
～
　
Ｈ
月
１５
日
（日
）

（
一
部
文
化
祭
期
間
）
文
化
会
館
休
憩
室

☆
第
３７
回
春
季
新
城
書
道
展

３
月
２７
日
（金
）
～
２９
日
（日
）

洋
画
　
入
選

（敬
称
略
）

伊
藤
　
香
織

谷
口
　
茂
春

宇
佐
美
玲
子

磯
部
　
和
久

中
村
　
昌
弘

入
選
入
選
入
選
入
選

中
嶋

和 玲
子 鳳

潤 渡村
辺
j≡ミ
代
美

杉 磯 谷
浦 部 口

孝 和 茂
始 久 春

っ
た
思
い
出
の
地
で
す
。

開
炉
の
席
に
ふ

さ
わ
し
く
、
障
子

も
畳
も
新
し
い
、

気
持
ち
の
良
い
お

部
屋
を
使
わ
せ
て

頂
き
有
難
う
御
座

い
ま
し
た
。

今
後
共
宜
し
く

ご
指
導
の
程
御
願

い
致
し
ま
す
。

し
っ
か
り
若
い
方
に
引
継
い
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

以
上
主
な
物

の
み
で
省

略
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

近
海
八
　
　
・

景
は
友

の

　

３一

会
の
研
修

旅
行
で
行

各
分
野

（主
催
）
の
企
画

=

鬱

“

 ._



県
美
術
展
の
取
り
組
み
報
告

一
県
文
連
美
術
展
審
査
卒
業
雑
感

一

一・
　

　

　

　

　

副
会
長
　
金
子
　
華
石
　
・

■
■
■

●
●

―

　

一
―

●

●

●

‐
●

ｔ
，

■
　

―

　

―

一

本
年
度
の
県
文
連
美
術
展
は

一
月
二
十

日

（火
）
か
ら
二
十
五
日

（日
）
ま
で
愛

知
県
美
術
館
で
開
催
、
当
文
協
か
ら
書
部

門
に
中
嶋
和
子
さ
ん
、
潤
玲
鳳
さ
ん
が
見

事
入
選
さ
れ
た
。
そ
し
て
小
生
は
審
査
員

を
仰
せ
つ
か
り
十
年

（実
行
委
員
四
年
）
、

規
程
に
よ
り
今
年
度
が
最
後
の
お
勤
め
と

な
っ
た
。
以
下
少
々
雑
感
を
記
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
あ

っ
た
に
せ
よ
、

近
年
の
書
部
門
へ
の
出
品
数
の
減
少
が
目

立
つ
。
コ
ロ
ナ
前
は
‐００
点
を
超
え
る
力
作

が
県
内
加
盟
文
協
か
ら
寄
せ
ら
れ
審
査
も

緊
張
の
連
続
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
年
、
出

品
数
が
徐
々
に
減
少
、
今
年
度
は
十
年
前

の
な
ん
と
五
割
を
割

っ
て
し
ま

っ
た
。
各

文
協
の
出
品
数
の
ば
ら
つ
き
も
大
き
い
。

原
因
は
色
々
あ
る
と
思
う
が
、
近
年
デ

ジ
タ
ル
が
普
及
し
日
本
人
が
手
で
文
字
を

書
く
こ
と
が
減

っ
て
い
る
こ
と
も

一
つ
の

原
因
だ
ろ
う
。
年
賀
状
も
手
書
き
が
年
々

減

っ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
は
便
利
で
は
あ

る
が
、
時
に
は
ひ
と
手
間
か
け
手
で
文
字

を
書
く
、
ま
た
時
に
は
墨
を
磨
ち

て
筆
を

持
つ
こ
と
も
残
し
た
い
伝
統
文
化
の

一
つ

だ
と
思
う
。
日
々
の
生
活
の
中
で
ア
ナ
ロ

グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
程
よ
い
共
存
関
係
は
で

き
な
い
も
の
か
と
考
え
る
こ
の
頃
で
あ
る
ｃ

■

・
●
■
■
■

■
■
一
‥・１
・
　
■
．
　
．・
■
一

．́
　
●
―
　
　
●

　
―

　
・

一
県
文
連
を
観
覧
し
て

●
　
　
　
　
新
城
美
術
協
会
　
山
本
　
智
恵
　
・

●

■

〓

●

■

―

■

・
■

一
●

―

　
　
　

　
　

　
　

‐
　

●

・
　
■
―

■

数
年
ぶ
り
に
愛
知
県
美
術
館
に
足
を
運

ん
だ
。
県
文
連
の
観
覧
の
た
め
で
あ
る
。

今
回
は
県
文
連
五
十
周
年
の
年
と
い
う

事
で

「文
化
協
会
相
互
の
連
携
の
も
と
に

開
催
し
、
県
美
術
文
化
の
普
及

・
振
興
と

次
代
を
担
う
新
人
の
発
掘
」
を
目
的
と
す

る
展
覧
会
で
、
日
本
画

・
洋
画

・
工
芸

・

彫
刻

・
書

。
写
真
と
明
る
く
見
や
す
い
館

内
と
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
各
地
域
の
皆

様
の
日
頃
の
自
己
啓
発
の
賜
も
の
と
、
見

ご
た
え
の
あ
る
美
術
展
だ

っ
た
。

県
内
各
所
の
文
協
に
於
い
て
も
、
新
城

市
文
化
協
会
同
様
会
員
の
高
齢
化
に
伴
な

う
減
少
の
問
題
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ

た
が
、
新
城
か
ら
は
絵
画

。
写
真
な
ど
九

名
の
出
展
が
あ
り
、
皆
様
の
日
常
の
思
い

や
心
象
、
作
品
に
真
摯
に
向
き
合

っ
た
結

果
を
感
じ
、
多
く
の
刺
激
を
受
け
た
。

艤

公
募
展

へ
は

一
度

も
出
展
し

た
事
の
な

い
自
分
だ

が
今
年
は

出
展
も
視

野
に
入
れ
、

研
鑽
を
積

み
重
ね
た

い
と
思
う
。

愛
知
県
文
連
美
術
展

写
真
ク
ラ
ブ
　
近
藤
　
偉
沖

●

一
・　

．
●

．
　

　

　

　

―
　

‐

・●

‐
―

‥
　

　

―

．．
　

．　

　

・

美
術
展
が
始
ま
っ
て
五
十
年
が
た
ち
、

写
真
展
が
新
し
く
加
わ
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
審
査
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

審
査
会
場
が
狭
く
審
査
員
五
名
で
、
十
五

点
を
選
び
そ
の
中
か
ら
上
位
七
点
が
決
ま

り
ま
し
た
。
新
城
市
文
化
協
会
か
ら
は
三

点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
出
展
数

は
四
十
二
点
、
大
賞
、
議
長
賞
、
特
選
二

点
、
奨
励
賞
三
点
の
七
点
が
入
賞
に
決
ま

り
ま
し
た
。
新
城
か
ら
は
、
特
選
、
奨
励

賞
、
入
選
、
と
な
り
ま
し
た
ｃ
す
ば
ら
し

い
入
賞
率
で
し
た
。
来
年
も
写
真
部
門
が

有
る
よ
う
で
し
た
ら
多
数
の
出
展
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。を,2韓 .

｀
―

~‐

―
―

『
　

大

巌
妻

肱

右は本会員・小柳津一仁氏作
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文
化
財
め
ぐ
り

駿
河
路
を
訪
ね
て

会
計
　
　
野
澤
　
藤
夫

今
年
度
の
文
化
財
巡
り
は
十

一
月
二
十

六
日

（水
）
に
静
岡
県
牧
之
原
市
史
料
館

と
久
能
山
東
照
宮
の
歴
史
と
文
化
を
訪
ね

る
。当

日
は
快
晴
で
小
春
日
和
の
気
持
ち
の

良
い
日
、
富
士
山
も
行
く
先
々
で
姿
を
見

る
こ
と
が
出
来
、
な
ん
だ
か
今
日
は
楽
し

く
過
ご
せ
そ
う
な
気
が
す
る
。

○
牧
之
原
市
史
料
館

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
べ
ら
ぼ

う
」
で
お
な
じ
み
の
田
沼
意
次
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
。
こ
の
館
は
、
田
沼
意
次
が
築

い
た
相
良
城
本
丸
跡
に
建

っ
て
い
る
。
歴

史
上
意
次
は
幕
府
の
側
用
人
や
老
中
を
務

め
た
が
賄
賂
や
悪
政
で
問
題
に
な

っ
た
人

物
と
学
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
こ
の
時
代
権

勢
を
振

っ

た
が
松
平

定
信
と
の

確
執
に
よ

り
失
脚
、

こ
こ
相
良

城
も
建
物

か
ら
石
垣

ま
で
撤
去
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
史
料
館
は

一
階
で
相
良
藩
主
に
関
す
る
品
や
資
料
が

展
示
さ
れ
牧
之
原
市
の
基
礎
を
築
い
た
名

君
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
史
料
館
担

当
者
の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
、
意
次
の
商

業
重
視
政
策
の
貨
幣
制
度
改
革
で
造
ら
れ

た

「南
錬
二
朱
銀
」
を
手
渡
さ
れ
そ
の
重

さ
に
び

っ
く
り
す
る
。
三
階
は
、
「べ
ら
ぼ

う
」
出
演
者
の
パ
ネ
ル
、
衣
装
な
ど
が
陳

列
さ
れ
て
い

た
。
ド
ラ

マ

に
出
演
し
た

渡
辺
謙
、
原

田
泰
造
両
氏

も
来
館
し
た

そ
う
で
あ
る
。

○
久
能
山
東
照
宮

あ
ら
か
じ
め
バ
ス
乗
車
中
に
参
加
者
の

一
人
で
あ
る
高
田
孝
典
氏

（奥
三
河
ふ
る

さ
と
ガ
イ
ド
）
か
ら
久
能
山
東
照
宮
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
。
徳
川
家
康
は
没
後

こ
の
地
に
葬
ら
れ
、
遺
言
に
よ
り

一
年
後

に
日
光
に
移
さ
れ
る
。
そ
の
後
東
照
大
権

現
と
し
て
祀
ら
れ
る
。
日
本
三
大
東
照
宮

は
、
日
光
、
久
能
山
、
鳳
来
寺
山
で
こ
れ

ら
の
東
照
宮
に
は
位
置
関
係
に
お
い
て
、

意
味
が
あ
る
そ
う
だ
。

久
能
山
東
照
宮

へ
は
、
日
本
平
か
ら
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
で
約
六
分
間
、
背
後
に
は
冠

雪
の
富
士
山
、
眼
下
に
駿
河
湾
の
連
め
き

を
受
け
今
日
の
天
気
に
感
謝
す
る
。

東
照
宮
は
石
の
階
段
が
多
く
山
の
麓
か

ら
登
る
と

一
一
五
九
段
、
因
み
に
鳳
来
寺

山
は

一
四
二
五
段
と
い
う
。

高
田
氏
に
ガ
イ
ド
役
を
お
願
い
す
る
。

楼
門
を
通
過
し
最
上
段
に
あ
る
神
廟
ま
で

か
な
り
の
上
り
と
な
る
。
途
中
拝
殿
の
軒

下
に
あ
る

「逆
さ
葵
」
を
探
す
。
全
体
で

四
カ
所
あ
る
そ
う
だ
が
三
カ
所
し
か
発
見

で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

「逆
さ
葵
」
に
は

言
い
伝
え
が
あ
る
そ
う
で
、
こ
れ
に
よ
り

建
物
を
わ
ざ
と
未
完
と
し
更
な
る
発
展
を

願
う
も
の
ら
し
い
。
徳
川
家
康
の
墓
所
は

当
所
小
さ
な
祠
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、

三
代
将
軍
家
光
公
に
よ
り
現
在
の
規
模
に

な
る
。
大
権
現
様
の
パ
ワ
ー
を
頂
け
た
ら

有
り
難
い
。

○
ふ
じ
の
く
に
茶
の
都
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

静
岡
と
言
え
ば
お
茶
が
有
名
、
全
国
の

茶
園
面
積
の
４０
％
を
占
め
る
日
本

一
の
茶

ど
こ
ろ
と
い
う
。
こ
こ
は
牧
之
原
台
地
に

あ
り
体
験
型
の
お
茶
専
門
の
博
物
館
。
こ

の
地
は
明
治
初
期
か
ら
開
拓
さ
れ
江
戸
で

活
躍
し
て
い
た
武
士
た
ち
が
入
植
し
、
広

大
な
荒
廃
地
を
現
在
の
お
茶
の

一
大
生
産

地
に
育
て
あ
げ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
や
世

界
の
お
茶
文
化
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
慌

た
だ
し
い
毎
日
の
生
活
の
中
で
も
、
ゆ

っ

く
り
お
茶
の
味
を
楽
し
む
時
間
が
欲
し
い

も
の
だ
。

ドラマ

牧之原市史料館跡地と田沼意次像

久能山東照宮 楼門

牧之原市史料館説明風景
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ユ
日
本
武
道
館
の
大
会
に
出
演
し
て
「

お
　
　
　
　
詩
吟
ク
ラ
ブ
　
平
原
　
俊
伍
れ

、■ヽ
■Ｌ辞一ヽ，Ｌ撃Ｌ■』■ち撃ち製■ド』纂Ｌ辞毎^
』撃』ド島■予．，

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
長
ら
く
中
止
さ
れ

て
い
た
日
本
武
道
館
で
の
全
国
大
会
が
約

七
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
、
私
た
ち
不
朽
流

翔
峰
会
は
、
こ
の

「第
５５
回
全
国
吟
剣
詩

舞
道
大
会
」
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
大

会
は
、
四
千
人
の
入
場
者
を
迎
え
、
規
模

も
拡
大
さ
れ
、
盛
大
な
も
の
と
な
り
、
よ

り
広
範
囲
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
新

た
な
形
で
の
も
の
で
し
た
。
観
客
と
出
演

者
が

一
体
と
な
り
共
に
楽
し
む
事
が
で
き

る
雰
囲
気
が
生
ま
れ
た
の
が
今
大
会
の
特

徴
で
し
た
。

私
た
ち
の
会
は
、
以
前
の
全
国
合
吟
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
女
性
が
優
勝
、
男
性
も
七

位
入
賞
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
も
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
そ
の
よ
う
な
経
験
を
持
つ

人
々
も
少
な
く
な
り
、
会
員
も
減
少
の
中

で
、
新
会
員
の
方
々
と
新
た
に
こ
の
日
本

武
道
館
の
大
会
に
出
演
し
た
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
令
和
七
年
十

一
月
十

一
日

（火
）
に
行
わ
れ
た
、
前
述
の
大
会
に
出

演
が
決
ま
り
ま
し
た
。

吟
題
は
、
男
性

「大
声
」
（作
者
　
西
郷

南
洲
）
参
加
者
十
七
名
、
女
性
は

「峨
眉

山
月
の
歌
」
（作
者
　
李
白
）
参
加
者
十
五

名
、
吟
に
は
舞
が
付
く
の
で
、
練
習
も
宗

家
の
指
導
で

（毎
回
）
特
訓
し
ま
し
た
。

又
、
男
性
は
全
員
袴
着
用
で
す
の
で
、

そ
の
着
付
け
の
特
訓
も
大
変
で
し
た
。

大
会
前
日
リ
ハ
ー
サ
ル
に
は
五
名
参
加

新
幹
線
で
出
発
、
当
日
は
高
齢
者
も
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
全
員
揃

っ
て
行
く

に
は
バ
ス
し
か
な
く
、
（観
光
バ
ス
で
）
豊

橋
を
早
朝
五
時
出
発
、
新
城
か
ら
は
六
時

出
発
の
強
行
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
、
日
本
武

道
館
に
午
前
十

一
時
に
到
着
、
五
時
間
の

長
旅
で
し
た
。

出
番
は
午
後
四
時
頃
、
会
場
は
広
く
又

階
段
が
多
く
大
変
苦
労
を
し
ま
し
た
。

大
会
の
最
後
は
不
朽
流
宗
家
　
大
伊
達

不
朽
先
生
の

「少
壮
吟
士
」
に
よ
る
大
合

吟
で
午
後
六
時
終
演
で
し
た
。
（出
演
も
無

事
終
了
し
、
）
全
国
か
ら
の
吟
剣
詩
舞
の
素

晴
ら
し
い
吟
と
舞
を
鑑
賞
し
、
素
晴
ら
し

い

一
日
で
し
た
。

感
動
を
胸
に
帰
宅
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
方
々
も
本
当
に
良
い
経
験
を
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
糧
に
こ

れ
か
ら
も
詩
吟
を
楽
し
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（Ｐ
ｌ

・
目
次
下
の
写
真
参
照
）

・
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．
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新
城
ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
で
の

狂
言
上
演

新
城
狂
言
同
好
会
　
会
長
　
天
野
雅
夫

新
城
ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
の
催
し
に
招
か

れ
、
狂
言
の
解
説
と
上
演
を
す
る
機
会
を

得
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
な
か
サ
ロ
ン
は
中

部
地
区
の
民
生
委
員
な
ど
が
中
心
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「ピ
ン
コ
ロ
の
会
」

主
催
に
よ
る
親
睦
会
で
す
。
十

一
月
九
日

当
日
は

一
〇
〇
名
程
の
参
加
者
が
商
工
会

館
に
集
い
、
私
た
ち
の
狂
言
の
ほ
か
入
船

区
の
雅
楽
、
中
国
楽
器
二
胡
の
演
奏
を
鑑

賞
さ
れ
ま
し
た
。

狂
言
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も

ら
う
為
に
、
前
半
で
狂
言
の
解
説
を
し
、

そ
の
あ
と
狂
言

「文
荷

（ふ
み
に
な
い
）
」

を
上
演
し
ま
し
た
。
能
舞
台
と
は
違
い
、

息
遣
い
ま
で
わ
か
る
同
じ
目
線
で
の
演
技

に

「良
く
解

っ
て
面
白
か
っ
た
」
と
の
お

声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
人
の
残
し
て
く
れ
た
新
城
の
狂
言
の

文
化
を
、
今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
伝

え
て
い
き

た
い
と
思

い
ま
す
。

，
∴
・十
計
ｔ
ド
鷲
が
『
ド
「
が
ヽ
お
贅́
が
ヽ
ド
％
霜
『
■
緊
デ
竜
ド
７
●
奮
庁
一――
■

ユ
祝
百
才
の
縁

「書
作
二
人
展
」
∵

・̈　
　
　
　
　
　
　
副
会
長
　
金
子
華
石

鋭

■
・一
【
■
■
Ｌ
●
』
諄
ち
辞
』
〓
』
絆
Ｌ
■
鳩
事
■
撃
■
繊
ヽ
本
』
嘉
■
辞
』
ド
巌
、

親
友
小
笠
原
則
彦
君
（市
内
門
谷
在
住
）

の
母
波
子
さ
ん
が
昨
年
六
月
お
元
気
で
満

百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
。
波
子
さ
ん
は
か
つ

て
住
ん
で
い
た
豊
橋
で
孫
娘
と

一
緒
に
浜

野
龍
峰
氏

（豊
橋
市
在
住
）
に
書
を
習
っ

て
い
た
。
小
生
と
浜
野
氏
は
専
門
分
野
は

ま
る
で
真
反
対
の
よ
う
だ
が
な
ん
と
な
く

気
が
合

っ
て
三
十
年
来
の
書
友
。
そ
ん
な

ご
縁
で
小
笠
原
君
が
管
理
人
を
勤
め
る
鳳

来
寺
山
歴
史
文
化
考
証
館

（愛
称

¨
観
来

館

¨
み
に
こ
ん
か
ん
）
で
波
子
さ
ん
の
百

歳
を
祝
う

「浜
野
龍
峰

・
金
子
華
石
書
作

二
人
展
」
を
昨
年
十
月

一
か
月
間
開
催
し

た
。
国
際
派
書
家
浜
野
氏
初
の
新
城
展
と

い
う
こ
と
も
あ
り
地
元
各
紙
が
大
き
く
取

り
上
げ
て
く
れ
多
く
の
ご
来
場
を
い
た
だ

い
た
。
会
期
中
、
当
の
浜
野
氏
は
殆
ど
書

道
普
及

（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
た
め
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

ヘ
行

っ
て
い
た
た
め
、
小
生
が
仕

事
の
合
間
を
縫

っ
て
連
日
会
場

へ
出
か
け

た
。会
場
中
央
に
波
子
さ
ん
の
屏
風

「朝
日

い
ま
」
を
、
残
る
壁
面
を
二
人
で
分
け
た
。

小
生
は
昨
年
が
長
篠

。
設
楽
原
の
戦
い
四

五
〇
年
に
因
み
、
家
康
公
座
有
銘

「厭
離

機
土
欣
求
浄
土
」
、
同
遺
訓

「人
の

一
生

は
」
、
仙
千
代
君
を
悼
む
福
沢
諭
吉
翁
詩
、

設
楽
原
を
ま
も
る
会
の
労
作

「古
戦
場
い

ろ
は
か
る
た
」
（
四
十
八
首
）
の
折
り
帖
、

芭
蕉
、
牧
水
の
地
元
ゆ
か
り
の
作
品
な
ど

計
九
点
を
陳
列
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

小
生
に
と
っ
て
は
図
ら
ず
も
傘
寿
記
念

の
小
個
展
と
な
り
、
奥
三
河
鳳
来
寺
の
山

奥
で
多
く

の
温
か
い

人
情
に
触

れ
、
濃
密

な
あ

っ
と

い
う
間
の

一
か
月
で

あ

っ
た
。

右から浜野氏、小笠原氏、波子さん、金子。

ヒ
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大
阪
圭
吉
―

‐
。
と
言
わ
れ
て
何
人
が

分
か
る
だ
ろ
う
か
。
大
阪
圭
吉
は
ペ
ン
ネ

ー
ム
で
、
本
名
は
鈴
木
福
太
郎
。
明
治
四

十
五
年
二
月
二
十
日
、
新
城
町
本
町
の
旅

館

「鈴
木
屋
」
（銘
屋
分
家
）
に
、
父
良
平
、

母
こ
と
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

自
由
奔
放
の
思
春
期
を
過
ご
し

一
時
期

画
家
を
志
し
た
が
、
十
八
歳
の
時
書
い
た

探
偵
小
説

『人
喰
ひ
風
呂
』
が
雑
誌

「
日

の
出
」
の
懸
賞
に
入
選
し
た
の
を
機
に
、

探
偵
作
家
の
道
に
没
入
す
る
こ
と
と
な
る
。

生
涯
師
と
仰
ぐ
探
偵
文
壇
の
大
御
所
、
甲

賀
二
郎
の
支
え
も
あ
り
、
三
十
三
年
間
の

短
い
不
運
な
人
生
の
中
で
、
約
百
五
十
編

も
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど
を
こ
の
新
城
で
書

き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

新

城

が
生

ん
だ

探

偵
作

蒙

ク
大

阪
圭

吉
ψ

を

伝

え
た

い

奥
三
河
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド

高
田
　
孝
典

ニ
ー

ー
ー
ム
＼

・
′
１

１

１
‥

１

≡
１

１
１

↓

″

と
り
わ
け
初
期
の
作
品
は
、
江
戸
川
乱

歩
が
、
「
コ
ナ
ン
ド
イ
ル
の
正
統
を
継
ぐ
」

と
ま
で
絶
賛
し
た
よ
う
に
、
謎
解
き
の
手

法
技
法
は
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
綿
密
な
調

査
に
裏
付
け
さ
れ
た
緻
密
な
ト
リ
ッ
ク
を

駆
使
し
た
逸
品
の
数
々
で
、
戦
前
の
日
本

に
は
数
少
な

い
本
格
派
と
し
て

「
新
青

年
」
「ぷ
ろ
ふ
い
る
」
等
の
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
、
周
り
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
。

圭
吉
は
昭
和
十
年
、
最
愛
の
雅
子
と
結

婚
、
淑
子
、
壮
太
郎
、
健
次
郎
の
三
人
の

子
宝
に
恵
ま
れ
た
。
町
役
場
に
も
奉
職
し

た
郷
土
思
い
の
好
青
年
は
、
昼
間
は
役
場

吏
員
と
し
て
精
励
し
、
夜
は
ひ
た
す
ら
探

偵
小
説
執
筆
に
没
頭
す
る
日
々
で
あ

つ
た
。

幼
馴
染
の
友
人
達
も
多
く
居
た
。
同
じ

本
町
の
魚
屋
孫
天

（戦
後
乾
物
屋
天
星
）

の
天
野
友

一
郎
氏
、
千
代
田
印
刷

。
本
田

文

一
氏
、
西
新
町
の
歯
科
医

・
鳥
居
喜

一

氏
、
下
町
の
和
菓
子
店
富
久
雀
の
遠
藤
佳

司
氏
等
と
は
皆
同
級
で
竹
馬
の
友
で
あ
る
。

昭
和
十

一
年
、
圭
吉
二
十
四
歳
の
時
の
処

女
出
版

『
死
の
快
走
船
』
の
頒
布
に
は
、

こ
の
畏
友
達
が
様
々
奔
走
し
た
こ
と
が
伺

え
る
。

ま
た
、
三
原
屋
薬
局
の
大
原
紋
三
郎
氏

が
、
圭
吉
の
想
い
出
を
懐
か
し
く
語
っ
て

く
れ
た
こ
と
を
思
い
だ
す
。
「福
ち
ゃ
ん

（本
名
福
太
郎
の
愛
称
）
が
来
て
ね
。
豚

を
眠
ら
せ
る
良
い
薬
は
無
い
か
ね
、

っ
て

言
う
ん
だ
よ
。
じ
ゃ
あ
、
菌
香
は
ど
う
か

な

っ
て
教
え
た
ん
だ
が
ね
。
」
こ
の
ヒ
ン

ト
か
ら
代
表
作
の

一
編

『
と
む
ら
ひ
機
関

車
』
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
皆
さ
ん
に
是
非
と
も
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
、　
一
推
し
の
傑
作
で
あ
る
。

し
か
し
、
昭
和
十
二
年
七
月
に
勃
発
し

た
日
華
事
変
を
境
に
軍
部
の
圧
力
が
次
第

に
強
ま
り
、
探
偵
小
説
は
暗
黒
の
時
代
に

入
る
。
江
戸
川
乱
歩
は
絶
筆
宣
言
し
、
横

溝
正
史
は
捕
物
帳
に
よ
れ
て
息
を
繋
い
だ
。

圭
吉
も
然
り
、
昭
和
十

二
年

の
雑
誌

「改
造
」
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
本
格
中

編

『坑
鬼
』
の
後
は
次
第
に
ユ
ー
モ
ア
小

説
、
明
朗
小
説
、
防
諜
小
説
な
ど
に
筆
を

持
ち
替
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
創
作
意
欲
は
豊
潤

で
あ
り
、
や
む
を
得
ず
時
局
に
迎
合
し
て

作
風
を
変
え
な
が
ら
も
、
精

一
杯
の
足
掻

き
を
す
る
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
。
昭
和

十
七
年
、
上
京
す
る
直
前
に
執
筆
し
た
異

色
作

『
こ
こ
に
家
郷
あ
り
』
は
、
豊
橋
同

盟
新
聞
に
百
十
八
回
に
渡
り
連
載
さ
れ
、

現
在
は
蒲
郡
信
用
金
庫
新
城
支
店
に
な
っ

て
い
る
、
当
時
佐
々
木
医
院
の
院
長
佐
々

木
二

一
氏
を
モ
デ
ル
に
し
て
書
か
れ
た
。

そ
こ
に
は
太
平
洋
戦
争
に
揺
れ
動
く
時
局

の
中
で
、
精

一
杯
生
き
抜
く
古
里
の
人
々

の
暮
ら
し
を
通
し
て
、
真
の
豊
か
さ
と
は

何
か
を
愛
と
ペ
ー
ソ
ス
を
交
え
て
訴
え
か

●
ｌ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
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●
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目

薔

目

１

お

お

さ

か
け

い
き

ち

●―‐■口●■く口■‐―

“

大阪圭吉 。自宅書斎にて
(昭和11年頃)

け
て
い
る
。
大
阪
圭
吉
、
い
や
鈴
木
福
太

郎
の
ま
ち
づ
く
り
論
を
街
彿
と
さ
せ
る
。

昭
和
十
八
年
八
月
二
日
つ
い
に
応
召
、

満
州
か
ら
激
戦
地
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
転
戦
、

昭
和
二
十
年
七
月
二
日
、
武
運
つ
た
な
く

ル
ソ
ン
島
に
お
い
て
戦
病
死
…
、
と
戸
籍

簿
に
あ
る
が
、
実
態
は
詳
ら
か
で
な
い
。

そ
れ
か
ら
戦
後
ず

っ
と
、
圭
吉
の
作
品

は
全
く
世
に
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
れ
を
復
活
さ
せ
た
の
が
、
推
理
作
家
と

し
て
名
高
い
鮎
川
哲
也
氏
で
あ

っ
た
。
氏

は
昭
和
四
十
七
年
以
後
幾
度
も
鈴
木
家
を

訪
れ
、
雅
子
未
亡
人
と
長
男
壮
太
郎
氏
か

ら
圭
吉
を
幅
広
く
取
材
し
、
「下
り
は
つ
か

り
』
等
多
く
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
作
品
を
　
　
一

編
み
入
れ
た
。
圭
吉
復
活
の
祖
で
あ
る
。
　

　

一

ま
た
昨
今
、
東
京
の
盛
林
堂
書
房
が
精

力
的
に
未
収
録
作
品
を
復
刻
さ
せ
て
い
て
、

昨
年
七
月
に
は
東
京
古
書
会
館
で
、
没
後

八
十
年
記
念
の
大
阪
圭
吉
展
を
開
催
し
た
。

今
、
再
び
圭
吉
の
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
語
り
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る

が
字
数
が
迫

っ
た
。
市
の
図
書
館
三
階
の

郷
土
図
書
室
の

一
角
に
、
ひ

っ
そ
り
と

〃大
阪
圭
吉
″
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
未
だ

の
方
は
是
非
お
運
び
い
た
だ
き
た
い
。
彼

の
心
血
を
注
い
だ
作
品
に
触
れ
て
、
新
城

が
生
ん
だ
偉
人
と
し
て
の
事
績
を
肌
で
感

じ
て
も
ら
え
た
な
ら
ば
、
心
底
嬉
し
い
。



令和 7年度賛助会員  ご入会ありがとうございます

(2日 ) 閉中沢設計事務所 (1回 ) 松山 元晃 (1回 ) 柴田賢治郎

愛知東農業協同組合 いごんだ 下江 洋行 竹内 克典 カークランド陽子 小野田直美

(株)ヨ コタ印刷 m清月 建部 圭一 中村 英紀 今泉 吉孝 山田 辰也
本多プラス閉 御菓子司 豊寿園 安形  博 藤原 一宏 小林 秀徳 村田 康助
同鈴信組 同河口水道 佐藤 浩章 横山 和典 竹下 修平 山口 洋一
光田屋開 閉桜坂設計 長坂 茂英 鈴木 金也 佐宗 龍俊 鈴木 達雄
囲桃牛寺代表役員 角田真理 同今泉紙店 白丼  薫 滝川 昌幸 鈴木 長良 中西 宏彰

浅尾 洋平 丸山 隆弘閉田村組 同冨建 山本 浩志 長屋 匡紀
松井建拓閉 閣杉生 野澤 尚史 山口 貴司
瀧川オブラー トm 閉鈴木工務店 林  和宏 安形 暢洋 (3口 ) 渡辺亜希子

閉東雲座カンパニー (医)星野病院 安形 雄一 河村 英樹 天野 雅夫 村田 博和
茶華友の会 mスエヒロ産業 加藤 千明 金田 浩司 1回 ) 平原 俊伍
(1日 ) ほうらいクリニック 武川 裕江 請丼 貴永 峰野  修 原  義弘
(宗)讐王寺 しんしろフィットクリニック 塩澤 宏樹 杉浦 達也 伊東 文弘 熊谷 幸広
新昌寺 グリーンヒル 戸村 俊人 佐々木昌介 瀬野尾良兵 丸山 哲大
宗堅寺 川合歯科医院 鈴木真理子 小柳津啓之 小林 常男 今泉 浩和
大高精工閉 ながしのクリニック 後藤 美紀 村田 方恵 小林 芳春 林  英嗣
司法書士 佐野潤 閑佐津川モール ド 杉下 成利 月反音Б 充イ自 丸山 繁治 鈴木 則明
オーエスジー(株) 閉イズ半 権田 晃明 丼上 博之 古市 貞雄 安形 憲二
(医)一哉会 宮本医院 (欄ナツメテクノス 牧野 幹予 篠宮 彰里 今泉 研吾 権田佐代子

(医)静巌堂医院 同フラワーショップあさおか 吉林 和久 田中 広治 角田 真理 竹下 博子
三州建設開 閉あみや商事 牧野 賢二 加藤 正文 安形 吉司 清水 利高
同阿部工務店 同伸東電装 松下 領治 澤上 幸男 今泉 良治 今泉 澄夫
大海自動車閉 同三京住宅 瀬野尾充彰 山田 康司 戸田桂一郎 福田 義久
早川工業閉 (株)ケイミックスパブリックビジネス 小林 利章 藤田 伸介 原田  学 三喜 藤菊
同坂巻銃砲火薬店 丼上 尚子 加藤 広樹 権田 初子 竹下美枝子

杉山 陽治 原田 俊介 高柳とよ子 河合 秀明
杉本 晶子 安丼 研二 山本恵美子 亀甲 昌明
中山 恭成 湯浅 大司 松井 安子 金子 華石
加藤久美子 大蔵 功幸 杉浦 妙子 野澤 藤夫
伊興田吏美 菅野 裕也 伊奈 恵子 今泉 英三
黒田 健二 山崎 幸司 夏目 幸子 中山 秀文
佐 木々多津美 河口 昌和 小田香代子 花田 幸三
内藤 明美 中村  譲 杉浦 能子 阿部 和子
松山 京子 浅丼 直樹 大谷みち子 高木 好子
安藤 映臣 阿部 和弘 松丼 節子 丼土 宜紀
川窪 正典 松井 哲也 筒丼 康江 米谷 実紀
貝崎 禎重 大橋 健二
永田 美紀 林  弘一

編
集
後
記

年
も
改
ま
り
令
和
八
年
と
な
り
、
皆
様
も

新
た
な
年
始
を
迎
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

が
、
当
協
会
と
し
て
は
ま
だ
七
年
度
の
最
終

盤
で
、
各
分
野
の
方
々
も
年
度
最
後
の
成
果

と
し
て
発
表
展
示
に
向
け
活
動
中
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
「新
城
文
化
」
も
年
度
最
終
号
と

な
り
、
活
動
の
ま
と
め
的
な
恒
例
の
欄
も
あ

り
ま
す
が
、
内
容
と
し
て
は
年
々
の
発
展
を

示
す
多
く
の
お
知
ら
せ
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。巻
頭

（Ｐ
２
）
に
は
教
育
長
安
形
先
生
に

投
稿
い
た
だ
き
、
Ａ
Ｉ
へ
の
対
し
方
や
ま
た

気
を
付
け
る
べ
き
点
を
、
身
近
な
わ
か
り
や

す
い
例
を
あ
げ
ご
示
唆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
も
ご
熟
読
く
だ
さ
い
。
（Ｐ
３

・
４
）
で

は
多
く
の
会
員
の
方
々
が
本
年
度
も
活
躍
し

て
い
た
だ
い
た
成
果
を
ご
紹
介
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
県
文
連
も
５０
周
年
と
い
う
記
念
の

年
で
、
美
術
展
に
写
真
の
部
も
加
わ
り
ま
し

た
。
本
会
の
写
真
ク
ラ
ブ
の
活
躍
に
も
ご
注

目
く
だ
さ
い
。
（Ｐ
３
下
段
）
の
文
化
祭
の
延

長
の
行
事
で
も
あ
る
秋
の
市
民
茶
会
に
つ
い

て
は
、
毎
回
執
筆
を
担
当
さ
れ
て
い
た
今
泉

会
長
さ
ん
の
急
な
ご
逝
去
に
は
私
ど
も
と
し

ま
し
て
も
全
く
思
い
が
け
な
い
事
で
あ
り
ま

し
た
が
、
坂
野
様
に
引
き
継
ぎ
報
告
を
し
て

い
た
だ
け
ま
し
た
。
急
な
折
と
て
大
変
な
ご

足
労
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
は
感
謝
申

し
上
げ
、
今
泉
様
に
は
心
か
ら
の
追
悼
の
意

を
捧
げ
ま
す
。
（Ｐ
６
）
に
は
、
三
分
野

（詩

吟

・
狂
言

。
書
）
の
方
々
が
、
表
現
の
舞
台
　
　
８．

を
広
げ
、
そ
の
た
め
の
入
念
な
準
備
や
ご
苦
　
　
一

心
を
紹
介
で
き
ま
し
た
。
（Ｐ
５
）
の
文
化
財

め
ぐ
り
も
、
昨
年
大
河
ド
ラ
マ
の
主
要
人
物

田
沼
家
の
領
地
跡
、
東
照
宮
な
ど
歴
史
の
深

い
駿
河
路
を
見
学
で
き
ま
し
た
。
（Ｐ
７
）
で

は
高
田
孝
典
氏
に
郷
土
出
身
の
作
家
大
阪
圭

吉
氏
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
当
時
江

戸
川
乱
歩
氏
な
ど
と
並
び
称
さ
れ
た
作
家
が

こ
の
新
城
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
皆
様

に
も
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後

（Ｐ
８
）
に
な
り
ま
し
た
が
、
毎
年
賛

助
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（亀
　
甲
）

新
城
市
文
化
協
会
事
務
局

新
城
市
字
下
川
１
の
１

８

２

３
１

７

６

５

６

ヽ
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